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(57)【要約】
【課題】異常検出回路を別途設けることなく、異常動作
中の駆動電圧出力回路を正常な状態に復帰させることが
可能な表示装置を提供する。
【解決手段】この液晶テレビジョン１００（表示装置）
は、映像が表示されるＬＣＤパネル２１と、ＬＣＤパネ
ル２１を駆動するための駆動電圧を出力するＤＣ／ＤＣ
コンバータ２３とを備え、表示動作中にＤＣ／ＤＣコン
バータ２３を定期的にリセットするように構成されてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像が表示される表示パネルと、
　前記表示パネルを駆動するための駆動電圧を出力する駆動電圧出力回路とを備え、
　表示動作中に前記駆動電圧出力回路を定期的にリセットするように構成されている、表
示装置。
【請求項２】
　前記駆動電圧出力回路は、外部から所定の大きさの電圧が入力され、かつ、第１レベル
のイネーブル信号が入力された場合に、前記駆動電圧を出力するように構成されており、
　前記駆動電圧出力回路に外部から前記所定の大きさの電圧が入力され、かつ、前記第１
レベルのイネーブル信号が入力されている状態において、前記イネーブル信号を第１レベ
ルから第２レベルに変化させた後、再び前記イネーブル信号を第１レベルに変化させるリ
セット動作を定期的に行うことにより、表示動作中に前記駆動電圧出力回路を定期的にリ
セットするように構成されている、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記リセット動作の際に前記イネーブル信号が第２レベルになっている期間は、第１レ
ベルになっている期間よりも短く、かつ、前記表示パネルに表示される映像に影響を与え
ない程度の長さに設定されている、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルの走査線を駆動するための複数の走査線駆動回路をさらに備え、
　前記複数の走査線駆動回路の同期をとるための垂直同期信号に基づく信号を利用して前
記リセット動作を定期的に行うことにより、表示動作中に前記駆動電圧出力回路を定期的
にリセットするように構成されている、請求項２または３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記垂直同期信号に基づく信号は、前記垂直同期信号と同期しており、かつ、前記垂直
同期信号と略同じデューティ比を有する、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記駆動電圧出力回路の出力側に設けられ、前記駆動電圧出力回路がリセットされるこ
とにより前記駆動電圧が低下するのを抑制するためのコンデンサをさらに備える、請求項
１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に関し、特に、表示パネルを駆動するための駆動電圧を出力する
駆動電圧出力回路を備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示パネルを駆動するための駆動電圧を出力する駆動電圧出力回路を備える表示
装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、表示パネルを駆動するための駆動電圧を出力するＤＣ／ＤＣコン
バータ（駆動電圧出力回路）と、ＤＣ／ＤＣコンバータが正常に動作しているか否かを判
定する動作判定回路とを備える液晶表示装置が開示されている。この液晶表示装置では、
動作判定回路は、ＤＣ／ＤＣコンバータが正常に動作しているか否かを監視するとともに
、ＤＣ／ＤＣコンバータの動作が異常になったと判定した場合に、異常動作中のＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータの再起動（リセット）を行うように構成されている。これにより、表示動作
中にＤＣ／ＤＣコンバータの動作が異常になった場合に、異常動作中のＤＣ／ＤＣコンバ
ータを正常な状態に復帰させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１１４６６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された液晶表示装置では、異常動作中のＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ（駆動電圧出力回路）を正常な状態に復帰させるために、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータが正常に動作しているか否かを監視する動作判定回路（異常検出回路）を別途設ける
必要があるという問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、異常検出回路を別途設けることなく、異常動作中の駆動電圧出力回路を正常な
状態に復帰させることが可能な表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の一の局面による表示装置は、映像が表示される表示パネルと、表示パネルを
駆動するための駆動電圧を出力する駆動電圧出力回路とを備え、表示動作中に駆動電圧出
力回路を定期的にリセットするように構成されている。
【０００８】
　この発明の一の局面による表示装置では、上記のように、表示動作中に駆動電圧出力回
路を定期的にリセットすることによって、表示動作中における駆動電圧出力回路の動作の
正常異常に関わらず、駆動電圧出力回路が定期的にリセットされるので、表示動作中に駆
動電圧出力回路の動作が異常になった場合に、駆動電圧出力回路が正常に動作しているか
否かを監視する異常検出回路を別途設けることなく、異常動作中の駆動電圧出力回路を正
常な状態に復帰させることができる。
【０００９】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、駆動電圧出力回路は、外部から所
定の大きさの電圧が入力され、かつ、第１レベルのイネーブル信号が入力された場合に、
駆動電圧を出力するように構成されており、駆動電圧出力回路に外部から所定の大きさの
電圧が入力され、かつ、第１レベルのイネーブル信号が入力されている状態において、イ
ネーブル信号を第１レベルから第２レベルに変化させた後、再びイネーブル信号を第１レ
ベルに変化させるリセット動作を定期的に行うことにより、表示動作中に駆動電圧出力回
路を定期的にリセットするように構成されている。このように構成すれば、イネーブル信
号を第１レベルから第２レベルに変化させた後、再びイネーブル信号を第１レベルに変化
させることにより、駆動電圧出力回路の定期的なリセット動作を容易に行うことができる
。
【００１０】
　この場合、好ましくは、リセット動作の際にイネーブル信号が第２レベルになっている
期間は、第１レベルになっている期間よりも短く、かつ、表示パネルに表示される映像に
影響を与えない程度の長さに設定されている。このようにイネーブル信号が第２レベルに
なっている期間の長さを短く設定すれば、表示パネルに表示されている映像に影響を与え
ることなく、表示動作中に駆動電圧出力回路をリセットすることができる。
【００１１】
　上記リセット動作を定期的に行う表示装置において、好ましくは、表示パネルの走査線
を駆動するための複数の走査線駆動回路をさらに備え、複数の走査線駆動回路の同期をと
るための垂直同期信号に基づく信号を利用してリセット動作を定期的に行うことにより、
表示動作中に駆動電圧出力回路を定期的にリセットするように構成されている。このよう
に構成すれば、表示装置において一般的に用いられている垂直同期信号に基づいてリセッ
ト動作を行うことができるので、表示動作中に駆動電圧出力回路を容易にリセットするこ
とができる。
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【００１２】
　この場合、好ましくは、垂直同期信号に基づく信号は、垂直同期信号と同期しており、
かつ、垂直同期信号と略同じデューティ比を有する。このように構成すれば、垂直同期信
号に基づく信号を垂直同期信号と同期するように構成しない場合、または、垂直同期信号
に基づく信号を垂直同期信号と略同じデューティ比を有するように構成しない場合と異な
り、垂直同期信号に基づく信号を垂直同期信号から容易に生成することができる。また、
このように構成すれば、駆動電圧出力回路をリセットするタイミングと、垂直同期信号が
変化するタイミング（表示パネルに表示される映像が切り替わるタイミング）とを略一致
させることができるので、駆動電圧出力回路のリセットが表示パネルに表示されている映
像に影響を与えるのを抑制することができる。
【００１３】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、駆動電圧出力回路の出力側に設け
られ、駆動電圧出力回路がリセットされることにより駆動電圧が低下するのを抑制するた
めのコンデンサをさらに備える。このように構成すれば、コンデンサにより、駆動電圧出
力回路のリセットに起因する駆動電圧の低下を抑制することができるので、駆動電圧が低
下することに起因する表示パネルに表示される映像への悪影響（たとえば、表示パネルに
表示されている映像が消えること）を効果的に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１および第２実施形態による液晶テレビジョンの全体構成を示した斜
視図である。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョンの全体構成を示したブロック図で
ある。
【図３】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョンのＤＣ／ＤＣコンバータ周辺の回
路図である。
【図４】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョンの表示動作中におけるＤＣ／ＤＣ
コンバータの動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】比較例による液晶テレビジョンの表示動作中におけるＤＣ／ＤＣコンバータの動
作を説明するためのタイミングチャートである。
【図６】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョンの全体構成を示したブロック図で
ある。
【図７】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョンのＤＣ／ＤＣコンバータ周辺の回
路図である。
【図８】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョンの表示動作中におけるＤＣ／ＤＣ
コンバータの動作を説明するためのタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　（第１実施形態）
　まず、図１～図４を参照して、本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン１００の
構成について説明する。なお、液晶テレビジョン１００は、本発明の「表示装置」の一例
である。
【００１７】
　本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン１００は、図１に示すように、映像が表
示される表示部１０を備えている。また、液晶テレビジョン１００は、図２に示すように
、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）モジュール２０と、電源３
０と、制御部４０とを備えている。
【００１８】
　図２に示すように、ＬＣＤモジュール２０は、表示部１０を構成するＬＣＤパネル２１
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と、ＬＣＤパネル２１の走査線２１ａを駆動する複数のゲートドライバ２２ａと、ＬＣＤ
パネル２１のデータ線２１ｂを駆動する複数のソースドライバ２２ｂと、ＬＣＤパネル２
１を駆動するための電圧（１３Ｖの駆動電圧）を出力可能なＤＣ／ＤＣコンバータ２３と
を含んでいる。なお、ＬＣＤパネル２１は、本発明の「表示パネル」の一例である。また
、ゲートドライバ２２ａは、本発明の「走査線駆動回路」の一例であるとともに、ＤＣ／
ＤＣコンバータ２３は、本発明の「駆動電圧出力回路」の一例である。
【００１９】
　複数のゲートドライバ２２ａは、制御部４０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３とに接続さ
れている。また、複数のゲートドライバ２２ａは、それぞれ、ＬＣＤパネル２１の複数の
走査線２１ａに接続されている。これら複数のゲートドライバ２２ａは、制御部４０から
入力される垂直同期信号（ＳＴＶ：Ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ　ｖｅｒｔｉｃａｌ）に基づ
いて互いに同期しながら動作するように構成されている。
【００２０】
　複数のソースドライバ２２ｂは、制御部４０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３とに接続さ
れている。また、複数のソースドライバ２２ｂは、それぞれ、ＬＣＤパネル２１の複数の
データ線２１ｂに接続されている。これら複数のソースドライバ２２ｂは、制御部４０か
ら入力される水平同期信号（ＳＴＨ：Ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ）
に基づいて互いに同期しながら動作するように構成されている。
【００２１】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ２３は、電源３０と、制御部４０と、複数のゲートドライバ２２
ａおよびソースドライバ２２ｂに接続されている。図３に示すように、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ２３は、８個の端子２３ａ、２３ｂ、２３ｃ、２３ｄ、２３ｅ、２３ｆ、２３ｇおよ
び２３ｈを有している。端子２３ａには、他方電極が接地されたコンデンサＣ１の一方電
極が接続されている。端子２３ｂ（イネーブル端子）には、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ
）を伝達するための信号線５０ａが接続されている。この信号線５０ａには、他方電極が
接地されたコンデンサＣ２の一方電極が接続されている。また、この信号線５０ａは、抵
抗Ｒ１を介して接地されている。また、端子２３ｃは、抵抗Ｒ２を介してコンデンサＣ３
の一方電極に接続されている。このコンデンサＣ３の他方電極は、接地されている。
【００２２】
　端子２３ｄは、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３から出力される１３Ｖまたは２．７Ｖの出力
電圧を伝達するための出力線５０ｂに接続されている。この出力線５０ｂには、他方電極
が接地されたコンデンサＣ４およびＣ５の一方電極が接続されている。これらのコンデン
サＣ４およびＣ５は、ノイズ対策などのために設けられている。第１実施形態では、これ
らのコンデンサＣ４およびＣ５は、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３がリセットされることによ
り駆動電圧が低下するのを抑制する機能を有している。
【００２３】
　端子２３ｅには、コンデンサＣ６の一方電極が接続されている。このコンデンサＣ６の
他方電極は、インダクタＬを介して出力線５０ｂに接続されている。また、端子２３ｆに
は、２１Ｖの入力電圧が入力される入力線５０ｃが接続されている。この入力線５０ｃに
は、他方電極が接地されたコンデンサＣ７およびＣ８の一方電極が接続されている。また
、端子２３ｇは、インダクタＬを介して出力線５０ｂに接続されている。また、端子２３
ｈは、接地されている。
【００２４】
　第１実施形態では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３は、表示動作中（ＬＣＤパネル２１に映
像が表示されている際）で、かつ、異常なく正常に動作している際（通常動作時）におい
て、電源３０から２１Ｖの入力電圧が入力され、かつ、制御部４０からＨレベルのイネー
ブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）が入力された場合に、１３Ｖの出力電圧（駆動電圧）を出力する
ように構成されている。また、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３は、表示動作中においてたとえ
ば静電気などの電気的な負荷がかかることにより誤動作した際（異常動作時）には、電源
３０から２１Ｖの入力電圧が入力され、かつ、制御部４０からＨレベルのイネーブル信号
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（ＤＣ＿ＥＮ）が入力されている場合でも、通常動作時よりも小さい２．７Ｖの出力電圧
しか出力しないように構成されている。
【００２５】
　ここで、第１実施形態では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３は、表示動作中に定期的にリセ
ットされるように構成されている。具体的には、図４の最上段に示すように、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ２３に２１Ｖの入力電圧が入力され、かつ、Ｈレベルのイネーブル信号（ＤＣ
＿ＥＮ）が入力されている状態において、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＨレベルから
Ｌレベルに変化された後、再びイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＨレベルに変化されるリ
セット動作が定期的に（周期τ１で）行われることにより、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３が
定期的にリセットされるように構成されている。
【００２６】
　すなわち、第１実施形態では、図４の最上段に示すように、表示動作中のＤＣ／ＤＣコ
ンバータ２３には、期間ｔ１だけ継続するＬレベルの信号と、期間ｔ２だけ継続するＨレ
ベルの信号とが交互に切り替わる周期τ１のパルス状の波形を有するイネーブル信号（Ｄ
Ｃ＿ＥＮ）が制御部４０から入力されるように構成されている。
【００２７】
　なお、第１実施形態では、図４に示すように、上記リセット動作の際にイネーブル信号
（ＤＣ＿ＥＮ）がＬレベルになっている期間ｔ１を、Ｈレベルになっている期間ｔ２より
も短くするのが好ましい。また、第１実施形態では、後述するように、期間ｔ１を、ＬＣ
Ｄパネル２１に表示される映像に影響を与えない程度の長さに設定するのが好ましい。た
とえば、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＬレベルになっている期間ｔ１を約２０．８μ
ｓｅｃに設定するとともに、リセット動作の周期τ１（＝ｔ１＋ｔ２）を１／６０ｓｅｃ
に設定するのが好ましい。この場合、リセット動作の周期τ１に対するイネーブル信号（
ＤＣ＿ＥＮ）がＨレベルになっている期間ｔ２の割合（デューティ比）は、約９９．８％
になる。
【００２８】
　次に、図４を参照して、本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン１００の表示動
作中におけるＤＣ／ＤＣコンバータ２３の動作について説明する。
【００２９】
　まず、図５を参照して、比較例による液晶テレビジョンの表示動作中におけるＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータの動作について説明する。この比較例による液晶テレビジョンでは、上記第
１実施形態による液晶テレビジョン１００と異なり、表示動作中のＤＣ／ＤＣコンバータ
には、常時Ｈレベルのイネーブル信号が制御部から入力されている。
【００３０】
　比較例による液晶テレビジョンでは、図５（ａ）に示すように、表示動作中で、かつ、
ＤＣ／ＤＣコンバータが異常なく正常に動作している際（通常動作時）において、ＤＣ／
ＤＣコンバータに２１Ｖの入力電圧が入力され、かつ、Ｈレベルのイネーブル信号が入力
された場合に、１３Ｖの出力電圧（駆動電圧）が出力される。この通常動作時においては
、表示パネルに映像が問題なく表示される。
【００３１】
　一方、比較例による液晶テレビジョンでは、表示動作中に静電気による電気的な負荷が
かかった場合、ＤＣ／ＤＣコンバータが誤動作することによって表示パネルに表示されて
いる映像が消える現象が発生する。具体的には、比較例による液晶テレビジョンでは、図
５（ｂ）に示すように、表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータが誤動作した際（異常動作時
）においては、ＤＣ／ＤＣコンバータに２１Ｖの入力電圧が入力され、かつ、Ｈレベルの
イネーブル信号が入力されている場合でも、通常動作時よりも小さい２．７Ｖの出力電圧
しか出力されなくなるため、表示パネルに表示されている映像が消える現象が発生する。
【００３２】
　このように、比較例による液晶テレビジョンでは、図５（ａ）および（ｂ）に示すよう
に、表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータがリセットされない（イネーブル信号が常時Ｈレ
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ベルである）ので、表示動作中に誤動作したＤＣ／ＤＣコンバータが正常な状態（１３Ｖ
の駆動電圧を出力可能な状態）に復帰することがない。
【００３３】
　ここで、第１実施形態による液晶テレビジョン１００では、図４の最上段に示すように
、表示動作中のＤＣ／ＤＣコンバータ２３には、期間ｔ１だけ継続するＬレベルの信号と
、期間ｔ２だけ継続するＨレベルの信号とが交互に切り替わる周期τ１のパルス状のイネ
ーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）が入力される。これにより、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３に入力
されるイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＨレベルからＬレベルに変化し、その後、再びＨ
レベルに変化する動作（リセット動作）が定期的に（周期τ１で）行われるので、ＤＣ／
ＤＣコンバータ２３が定期的にリセットされる。その結果、表示動作中の液晶テレビジョ
ン１００に静電気による電気的な負荷がかかることによってＤＣ／ＤＣコンバータ２３が
誤動作した場合でも、その誤動作したＤＣ／ＤＣコンバータ２３がリセットされ、正常な
状態（１３Ｖの出力電圧を出力する状態）に復帰するので、ＬＣＤパネル２１に表示され
ている映像が消える現象の発生が抑制される。
【００３４】
　なお、上記のようにＤＣ／ＤＣコンバータ２３がリセットされる際では、イネーブル信
号（ＤＣ＿ＥＮ）が一時的に（期間ｔ１だけ）Ｌレベルになることに起因して、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ２３からの出力電圧（１３Ｖの駆動電圧）が一時的に低下してしまう場合が
ある。このような場合では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３の出力側に設けたコンデンサＣ４
およびＣ５（図３参照）の容量を適切に設定すれば、イネーブル信号がＬレベルになる前
のＨレベルであった期間ｔ２（図４参照）にコンデンサＣ４およびＣ５に蓄積された電力
により、駆動電圧の低下が抑制することが可能である。すなわち、図４の最下段に示すよ
うに、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３から出力される電圧を１３Ｖに保つことが可能である。
また、リセット動作の際にイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＬレベルになっている期間ｔ
１の長さを適切に設定すれば、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＬレベルになることに起
因する駆動電圧の低下がＬＣＤパネル２１に表示される映像に影響を与えないようにする
ことが可能である。
【００３５】
　第１実施形態では、上記のように、表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータ２３を定期的に
リセットすることによって、表示動作中におけるＤＣ／ＤＣコンバータ２３の動作の正常
異常に関わらず、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３が定期的にリセットされるので、表示動作中
にＤＣ／ＤＣコンバータ２３の動作が異常になった場合に、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３が
正常に動作しているか否かを監視する異常検出回路を別途設けることなく、異常動作中の
ＤＣ／ＤＣコンバータ２３を正常な状態に復帰させることができる。
【００３６】
　また、第１実施形態では、上記のように、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３に外部から（ＬＣ
Ｄモジュール２０の外部の電源３０から）２１Ｖの電圧が入力され、かつ、Ｈレベルのイ
ネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）が入力されている状態において、イネーブル信号（ＤＣ＿Ｅ
Ｎ）をＨレベルからＬレベルに変化させた後、再びイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）をＨレ
ベルに変化させるリセット動作を定期的に行うことにより、表示動作中にＤＣ／ＤＣコン
バータ２３を定期的にリセットするように構成する。これにより、イネーブル信号（ＤＣ
＿ＥＮ）をＨレベルからＬレベルに変化させた後、再びイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）を
Ｈレベルに変化させる変化させることによって、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３の定期的なリ
セット動作を容易に行うことができる。
【００３７】
　また、第１実施形態では、上記のように、リセット動作の際にイネーブル信号（ＤＣ＿
ＥＮ）がＬレベルになっている期間ｔ１は、Ｈレベルになっている期間ｔ２よりも短く、
かつ、ＬＣＤパネル２１に表示される映像に影響を与えない程度の長さに設定するのが好
ましい。このようにイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）がＬレベルになっている期間ｔ１の長
さを短く設定すれば、ＬＣＤパネル２１に表示されている映像に影響を与えることなく、
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表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータ２３をリセットすることができる。
【００３８】
　また、第１実施形態では、上記のように、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３の出力側に、ＤＣ
／ＤＣコンバータ２３がリセットされることにより駆動電圧（１３Ｖの出力電圧）が低下
するのを抑制するためのコンデンサＣ４およびＣ５を設ける。これにより、コンデンサＣ
４およびＣ５によって、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３のリセットに起因する駆動電圧の低下
を抑制することができるので、駆動電圧が低下することに起因する表示パネル２１に表示
される映像への悪影響（表示パネル２１に表示されている映像が消えること）を効果的に
抑制することができる。
【００３９】
　（第２実施形態）
　次に、図１および図６～図８を参照して、本発明の第２実施形態による液晶テレビジョ
ン１００ａの構成について説明する。なお、液晶テレビジョン１００ａは、本発明の「表
示装置」の一例である。この第２実施形態では、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）のみを利
用してＤＣ／ＤＣコンバータ２３を定期的にリセットする上記第１実施形態と異なり、イ
ネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）と垂直同期信号（ＳＴＶ）とを利用してＤＣ／ＤＣコンバー
タ２３を定期的にリセットする例について説明する。
【００４０】
　本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン１００ａ（図１参照）のＬＣＤモジュー
ル２０ａでは、図６に示すように、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３に接続されたイネーブル信
号（ＤＣ＿ＥＮ）を伝達するための信号線５０ａに、垂直同期信号（ＳＴＶ）を伝達する
ための信号線５０ｄが接続されている。
【００４１】
　具体的には、図７に示すように、垂直同期信号（ＳＴＶ）を伝達するための信号線５０
ｄは、コレクタＣがイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）を伝達するための信号線５０ａに接続
されたトランジスタＴのベースＢに抵抗Ｒ３を介して接続されている。なお、トランジス
タＴのエミッタＥは、接地されている。また、信号線５０ｄは、抵抗Ｒ４を介して接地さ
れている。
【００４２】
　第２実施形態では、後述するように、垂直同期信号（ＳＴＶ）を利用したリセット動作
が定期的に行われることにより、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３が定期的にリセットされるよ
うに構成されている。ここで、垂直同期信号（ＳＴＶ）は、図８の最上段から２段目に示
すように、期間ｔ３だけ継続するＨレベルの信号と、期間ｔ４だけ継続するＬレベルの信
号とが交互に切り替わる周期τ２のパルス状の波形を有している。第２実施形態では、垂
直同期信号（ＳＴＶ）のデューティ比（τ２に対するｔ３の割合）は、約０．０２％であ
る。このような垂直同期信号（ＳＴＶ）は、液晶テレビジョン１００ａにおいて一般的に
用いられている。
【００４３】
　また、第２実施形態では、図８の最上段に示すように、制御部４０ａは、表示動作中の
ＤＣ／ＤＣコンバータ２３に常時Ｈレベルのイネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）を送信するよ
うに構成されている。
【００４４】
　なお、第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００４５】
　次に、図７および図８を参照して、本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン１０
０ａの表示動作中におけるＤＣ／ＤＣコンバータ２３の動作について説明する。
【００４６】
　第２実施形態による液晶テレビジョン１００ａでは、図８の最上段に示すように、制御
部４０ａは、表示動作中のＤＣ／ＤＣコンバータ２３に常時Ｈレベルのイネーブル信号（
ＤＣ＿ＥＮ）を送信する。ここで、第２実施形態では、図７および図８に示すように、表
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示動作中に垂直同期信号（ＳＴＶ）がＬレベルからＨレベルに変化すると、トランジスタ
Ｔがオン状態となり、その結果、端子２３ｂ（イネーブル端子）（図７参照）に入力され
る信号がＨレベルからＬレベルに変化する。また、端子２３ｂに入力される信号がLレベ
ルに変化した時から期間ｔ３経過すると、垂直同期信号（ＳＴＶ）がＨレベルからＬレベ
ルに変化し、その結果、端子２３ｂに入力される信号がＬレベルからＨレベルに変化する
。また、端子２３ｂに入力される信号がHレベルに変化した時から期間ｔ４経過すると、
垂直同期信号（ＳＴＶ）が再びＨレベルに変化し、その結果、端子２３ｂに入力される信
号が再びＬレベルに変化する。
【００４７】
　このように、第２実施形態では、図８の最上段から３段目に示すように、表示動作中の
ＤＣ／ＤＣコンバータ２３の端子２３ｂ（図７参照）には、期間ｔ３だけ継続するＬレベ
ルの信号と、期間ｔ４だけ継続するＨレベルの信号とが交互に切り替わる周期τ２（＝ｔ
３＋ｔ４）のパルス状の信号が入力される。この表示動作中のＤＣ／ＤＣコンバータ２３
の端子２３ｂに入力される信号は、垂直同期信号（ＳＴＶ）を反転させた波形を有してお
り、そのデューティ比（τ２に対するｔ４の割合）は、約９９．８％である。
【００４８】
　以上により、第２実施形態では、表示動作中のＤＣ／ＤＣコンバータ２３の端子２３ｂ
（図７参照）に上記周期τ２のパルス状の信号（図８の最上段から３段目参照）が入力さ
れることによって、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３が定期的に（周期τ２で）リセットされる
。その結果、表示動作中の液晶テレビジョン１００ａにたとえば静電気による電気的な負
荷がかかることによってＤＣ／ＤＣコンバータ２３が誤動作した場合でも、その誤動作し
たＤＣ／ＤＣコンバータ２３がリセットされ、正常な状態（１３Ｖの出力電圧を出力する
状態）に復帰するので、ＬＣＤパネル２１に表示されている映像が消える現象の発生が抑
制される。
【００４９】
　なお、第２実施形態では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３がリセットされる際では、図８の
最下段に示すように、端子２３ｂに入力される信号（図８の最上段から３段目参照）が一
時的に（期間ｔ３だけ）Ｌレベルになることに起因して、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３から
の出力電圧が一時的に１３Ｖから２．７Ｖまで低下してしまう。ここで、第２実施形態で
は、図８に示すように、出力電圧が低下するタイミングと、垂直同期信号（ＳＴＶ）がＨ
レベルになるタイミング（ＬＣＤパネル２１に表示される映像が切り替わるタイミング）
とが略一致しているので、出力電圧の低下がＬＣＤパネル２１に表示されている映像に影
響を与えるのを抑制することが可能である。
【００５０】
　第２実施形態では、上記のように、複数のゲートドライバ２２ａの同期をとるための垂
直同期信号（ＳＴＶ）を利用してリセット動作を定期的に行うことにより、表示動作中に
ＤＣ／ＤＣコンバータ２３を定期的にリセットするように構成されている。これにより、
液晶テレビジョン１００ａにおいて一般的に用いられている垂直同期信号（ＳＴＶ）を利
用してリセット動作を行うことができるので、表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータ２３を
容易にリセットすることができる。
【００５１】
　なお、第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００５２】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００５３】
　たとえば、上記第１および第２実施形態では、本発明を表示装置としての液晶テレビジ
ョンに適用する例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明は、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎ
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ａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）のモニタなどの他の表示装置にも適用可能である。
【００５４】
　また、上記第１および第２実施形態では、Ｈレベルのイネーブル信号をＬレベルに変化
させた後、再びイネーブル信号をＨレベルに変化させるリセット動作を定期的に行うこと
により、表示動作中にＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動電圧出力回路）を定期的にリセットす
る例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、上記以外の手段により、表示動
作中にＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動電圧出力回路）を定期的にリセットしてもよい。
【００５５】
　また、上記第１および第２実施形態では、本発明の第１レベルおよび第２レベルをそれ
ぞれＨレベルおよびＬレベルとする例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では
、第１レベルおよび第２レベルをそれぞれＬレベルおよびＨレベルとしてもよい。
【００５６】
　また、上記第１および第２実施形態では、デューティ比が約９９．８％のパルス状の信
号を用いてＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動電圧出力回路）を定期的にリセットする例を示し
たが、本発明はこれに限らない。本発明では、ＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動電圧出力回路
）を定期的にリセットすることが可能であれば、９９．８％よりも大きいデューティ比を
有する信号を用いてもよいし、９９．８％よりも小さいデューティ比を有する信号を用い
てもよい。ただし、デューティ比を９９．８％よりも大きくする場合には、確実にリセッ
ト動作を行うことが可能なデューティ比に設定する必要がある。また、デューティ比を９
９．８％よりも小さくする場合には、表示パネルに表示される映像に影響を与えない程度
のデューティ比に設定する必要がある。
【００５７】
　また、上記第１および第２実施形態では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２３の出力側に設けら
れたノイズ対策などのためのコンデンサＣ４およびＣ５（図７参照）を、ＤＣ／ＤＣコン
バータがリセットされることにより駆動電圧が低下するのを抑制するためのコンデンサと
する例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、ＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動
電圧出力回路）がリセットされることにより駆動電圧が低下するのを抑制する専用のコン
デンサを、ノイズ対策などのためのコンデンサとは別個に設けてもよい。
【００５８】
　また、上記第２実施形態では、図８の最上段から２段目に示すようなパルス状の波形を
有する垂直同期信号（ＳＴＶ）を利用することにより、端子２３ｂ（イネーブル端子）（
図７参照）に入力される信号を図８の最上段から３段目に示すようなパルス状の波形にす
る例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、垂直同期信号（ＳＴＶ）に基づ
いて適当な手段により生成した垂直同期信号（ＳＴＶ）に基づく信号を利用することによ
り、端子２３ｂに入力される信号を上記パルス状の波形にしてもよい。
【００５９】
　なお、この場合、垂直同期信号に基づく信号を、垂直同期信号と同期させ、かつ、垂直
同期信号と略同じデューティ比を有するように構成するのが好ましい。なぜなら、このよ
うに構成すれば、垂直同期信号に基づく信号を垂直同期信号と同期するように構成しない
場合、または、垂直同期信号に基づく信号を垂直同期信号と略同じデューティ比を有する
ように構成しない場合と異なり、垂直同期信号に基づく信号を垂直同期信号から容易に生
成することができるからである。また、このように構成すれば、駆動電圧出力回路をリセ
ットするタイミングと、垂直同期信号が変化するタイミング（表示パネルに表示される映
像が切り替わるタイミング）とを略一致させることができるので、駆動電圧出力回路のリ
セットが表示パネルに表示されている映像に影響を与えるのを抑制することができるから
である。
【００６０】
　また、上記第２実施形態では、イネーブル信号（ＤＣ＿ＥＮ）を伝達するための信号線
５０ａと、垂直同期信号（ＳＴＶ）を伝達するための信号線５０ｄとを、バイポーラトラ
ンジスタからなるトランジスタＴ（図７参照）を介して接続する例を示したが、本発明は
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これに限らない。本発明では、イネーブル信号を伝達するための信号線と、垂直同期信号
を伝達するための信号線とをバイポーラトランジスタ以外のたとえばＭＯＳトランジスタ
を介して接続してもよい。
【００６１】
　また、上記第２実施形態では、端子２３ｂ（イネーブル端子）に入力される信号を図８
の最上段から３段目に示すようなパルス状の波形にするために、オン状態となることによ
りＨレベルの端子２３ｂに入力される信号をＬレベルに変化させるとともに、オフ状態と
なることによりＬレベルの端子２３ｂに入力される信号をＨレベルに変化させるトランジ
スタＴ（図７参照）を設ける例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、トラ
ンジスタを設ける以外の手段により、端子２３ｂに入力される信号を上記パルス状の波形
にしてもよい。
【符号の説明】
【００６２】
　２１　ＬＣＤパネル（表示パネル）
　２３　ＤＣ／ＤＣコンバータ（駆動電圧出力回路）
　１００、１００ａ　液晶テレビジョン（表示装置）
　Ｃ４、Ｃ５　コンデンサ
　ＤＣ＿ＥＮ　イネーブル信号
　ＳＴＶ　垂直同期信号

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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